
【目的】
①協力・連携のための関係の構築　②働き盛り世代の健康づくりの推進　③特定健診・がん検診等の受診率
向上　④事業者健診情報提供事業の普及啓発
【実施方法】
・R5年度に市内事業所に実施した健（検）診実施状況に関するアンケートを元に、回答があった事業所に対
し、R6年度訪問を実施。事業所職員の健（検）診等の担当者と連絡調整。
・健康増進課が実施する保健事業について冊子を作成
（冊子の内容）
　・市の健康課題について
　・特定健診、特定健診情報提供事業、職域健診の結果提出について
　・がん検診、歯周疾患等検診、ゲートキーパー養成研修会、健康教育、食生活改善推進員による健康
講座の案内、風疹抗体検査（男性）について
【実績】
・対面での説明：10カ所訪問（R5:1カ所、R6：9カ所）
・郵送での対応：31カ所　＊対面での説明の希望がない事業所等
・事業所訪問後、健康教育に繋がった事業所：４カ所
（健康講座の内容）
　・生活習慣病予防について
　・女性の健康づくり
　・ゲートキーパー養成研修

市町村健康増進計画等の推進に係る取組について（令和６年度）

市町村名 日向市

事業予算

　　 その他の内容

事業概要

事業名 事業所訪問による保健事業の周知・啓発

対象者

参加者数

１　住民全体

２　出生～児童・青年の世代

３　働く世代

４　高齢期

５　その他
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なし

事業効果等

課題等

写真・グラフ等

・事業所がどのように健診を行い、その後のフォローをどうしているのか、また、事業所ごとの健康に対する考え方
を把握することができた。今後の働く世代への介入方法について検討するよい機会となった。
・事業説明後、健康教育に繋がった事業所もあり、働く世代への介入の機会を得ることができ、市の健康課
題、健康づくりについて周知することができた。

より効果的な周知・啓発の工夫や受診しやすい環境整備の継続と合わせ、事業所等の関係機関と連携した
健康づくりの取り組みが必要である。
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